
令和元年度 埼玉県学力・学習状況調査 

１ 調査の概要 

（１） 調査の目的 

本県の児童生徒の学力や学習に関する事項等を把握することで、教育施策や指導の     

工夫改善を図り、児童生徒一人一人の学力を確実に伸ばす教育を推進する。 

 

（２）実施日     平成３１年４月１１日（木） 

 

（３）調査の対象 

・小学校 第４学年～第６学年 

・中学校 第１学年～第３学年 

 

（４）調査事項 

①児童生徒に対する調査 

○教科に関する調査 

小学校第４学年から中学校第１学年まで［国語、算数・数学］ 

中学校第２学年及び第３学年      ［国語、数学、英語］ 

○質問紙調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する内容 

  ②学校に対する調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（埼玉県教育委員会ＨＰから） 

県教育委員会では、子供たちが現在の実力を知り、「どれだけ自分が伸びたか」を実感し、自信を

深めていくことを大切にしたいと考えています。 そして、自信を持った子供たちが、自分をさらに

伸ばし、自分のよさを活かしていけるような教育を進めていきたいと考えています。本調査は、「学

習した内容がしっかりと身に付いているのか」という今までの視点に、「一人一人の学力がどれだ

け伸びているのか」という視点を加えることで、子供たちの成長していく姿が見える、全国でも初

めての調査となります。 

 また、本調査では子供たちの、「学力の伸び」を測ることができる「教科に関する調査」、学習に

対する意欲や学習方法、さらに家庭での生活習慣等に関する「質問紙調査」のほかに、各教育委員

会や各学校の取組についての「質問紙調査」も実施しています。 

「学力の伸び」は、子供たちの1年間の学習成果であるとともに、教育委員会や学校の取組の成

果でもあります。埼玉県学力・学習状況調査で示す、子供の「学力の伸び」と「教育委員会や学校

の取組の変化」の関係を検証することで、今まで以上に取組の効果を確かめることができると考え

ています。 



２ 各学年の国語、算数の平均正答率と伸び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○６年生の算数は、順調な伸びで県を上回っている。 
〇６年生の国語は、県平均に並ぶところまで学力が向上した。 
〇５年生は算数は、昨年から県平均を上回っている。 
▲５年生の国語の学力が伸び率が低い。 
▲５、６年生の国語を分析すると、話す・聞く能力が伸びていないことが分かった。 
〇▲４年生も算数の学力は身についている児童が多いが、国語に課題がある。 

                          



令和元年度全国学力・学習状況調査 

１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

  義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学習

状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，学校に

おける児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，そのような

取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査の名称、実施日 

名 称：平成 31年度全国学力・学習状況調査 

    実施日：平成31年4月18日（火） 

（３）調査の対象 

ア 小学校調査 

     小学校第6学年，義務教育学校前期課程第 6学年，特別支援学校小学部第 6学年 

イ 中学校調査 

     中学校第3学年，義務教育学校後期課程第3学年，中等教育学校前期課程第3学年，     

特別支援学校中学部第3学年 

 

（４）教科に関する調査 

（ア）小学校調査は，国語，算数及び理科とし，中学校調査は，国語，数学及び理科とする。 

  （イ）出題範囲は，調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とし，出題内容は，  

それぞれの学年・教科に関し，以下のとおりとする。 

1 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活に      

おいて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技 

能等（主として「知識」に関する問題）を中心とした出題 

2 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構 

想を立て実践し評価・改善する力等に関わる内容（主として「活用」に関する問題） 

を中心とした出題 

（ウ）出題形式については，記述式の問題を一定割合で導入する。 

 

（５）質問紙調査 

     調査する学年の児童生徒を対象に，学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等   

に関する質問紙調査（以下「児童生徒質問紙調査」という。）を実施する。 

  学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の 

状況等に関する質問紙調査（以下「学校質問紙調査」という。）を実施する。 

 

 



２ 全国や県との比較 

（１）学習指導要領の領域等の平均正答率の状況 

【 国 語 】                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大井小
埼玉県
（公立）

全国
（公立）

60 64 63.8

話すこと・聞くこと 67.6 71.6 72.3

書くこと 47.0 52.9 54.5

読むこと 74.9 81.1 81.7

53.2 57.1 53.5

国語への関心・意欲・態度 53.4 56.3 57.6

話す・聞く能力 67.6 71.6 72.3

書く能力 47.0 52.9 54.5

読む能力 74.9 81.1 81.7

53.2 57.1 53.5

平均正答率(％)

伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項

言語についての知識・
理解・技能

分類

学習指導
要領の
領域等

評価の
観点

　全体

区分



 

【 算 数 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※１ 国語は平均正答率が県、国に比べて低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 ・国語は平均正答率が県、国に比べて低い。（本校６０ 県６４ 全国６３.８） 

  国語は書く力が課題である。 

 ・算数は平均正答率が県、国とほぼ等しい。（本校６６ 県６６ 全国６６.６） 

  記述式の問題の正答率が県や国を上回っているが、図形の問題の正答率が低い 

大井小
埼玉県
（公立）

全国
（公立）

66 66 66.6

数と計算 62.0 62.5 63.2

量と測定 56.6 51.7 52.9

図形 72.6 75.4 76.7

数量関係 66.9 68.3 68.3

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方 63.5 61.0 62.2

数量や図形についての技能 68.8 73.4 73.6

69.2 69.6 70.1

選択式 72.3 75.1 75.7

短答式 71.5 72.3 72.8

記述式 50.7 46.1 47.4

学習指導
要領の
領域

評価の
観点

問題形式

数量や図形についての
知識・理解

　全体

区分分類

平均正答率(％)



２ 全国学力学習状況調査 質問紙の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

１  朝食はほとんど毎日食べているが、食べていない児童の率が少し高い 

４ ▲学校での出来事を家で話していない児童の割合が県に比べて高い。 

７ 〇教員はわかるまで教えてくれていると答えた児童が多い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９  物事を最後までやり遂げてうれしく思っている児童が多いが、そうでない児童も多い。 

１０ 〇失敗をおそれず挑戦する気持ちを持っている児童が多い。 

１２ ▲学校に行くのが楽しいと思っている児童の割合が低い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３ 〇学校の決まりを守っている児童が多い。 

１８ 〇塾や家庭教師を含め、家庭での学習時間は県や全国より長い。 

２３ ▲地域の行事に参加している児童の割合が低い。 
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３３ 〇学級での話し合い活動で、自分が努力すべきことを決めていると考えている児童が多い。 

３７ ▲国語の勉強が好きではない児童の割合が高い。 

４６ 〇算数の勉強が好きな児童の割合が高い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

３ 児童生徒の学力、質問紙の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４８ 〇算数の授業の内容がよくわかると感じている児童の割合が高い。 

５２ 〇算数の問題の解き方がわからないとき、あきらめずにいろいろな方法を考えている。 


